
人
の
世
帯

x, 

老

令

母

、

障

害

の

を

受

け

て

お

ら

れ

丘

六

月

二

0
日
ま
で

に
所
得
状
況
届
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
届
を
し
な
い
と
次
か
ら
の

ん

。

届

け

を

す

る

に

は

年

印

鑑

、。

ま

す

。

一

日

で

も

に

さ

，

し

祉

年

まも
相
談
に
応
じ
嗚

用
下
さ

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
（

受
診
証
）
が
大
変
古
く
な
り
ま
し
た

の
で
、
今
度
新
し
い
保
険
者
証
を
交

付
し
ま
す
。
旧
保
険
者
証
と
引
替
に

新
保
険
者
証
を
受
取
り
下
さ
い
。一

保

は

各

部

落

長

に
被 健

康

開
設
日
時

生

相

険
認
此

に

つ

い

て

て

あ

り

ま

す

か

承

下

さ

い

。

注
意
昭
和
三
十
六
年
六
月
一
9

日
（

診
証
使
用
開
始
日
）
以
傍

で
の
受
診
は
出

証
更
新 所

つ
い
て

肱
川
町
役
場
前
町
有
倉
庫

毎
月
五
日
、
一
五
日
、
二
五

ま
で

は
開
設
当
日
米
所
又
は
書
面
に
て
由
~
む
こ
と
。
書
面
の

し
、
随
時
肱
川
町
役
場
内
鴨
肱
川
町
社
会
福
祉
協

は
無
料
・
、
出
談
を
受
け
た
事
項
は
秘
密
厳
守
い
た
し

々
の
種
々
な
る
悩
み
ご
と
を
気
経
に
ど
ん
な
問
題
で

解
決
に
協
力
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

i

」
利

開

か
ら
午
後

l
:
|
＇

ー

・

・

・

l
I

;i 

一
父
兄
は
小
供
さ
ん
に
正
し
い

：

小

供

を

交

通

事

故

＂

ル

ー

ル

を

教

え

て

下

さ

い

3

一

か

ら

守

り

ま

し

ょ

う

一

父

兄

は

卒

先

し

て

交

通

規

則

を

守

f

一
り
ま
し
ょ
う
。

ス

一

四

、

普

通

乗

用

車

四

丁

児

童

r

幼
児
の
交
通
事
故
は
ふ
i

バ

二
、
普
通
貨
物

一

え

て

い

る

i

小
型
乗
用
車
一

一

＂
咋
年
県
下
の
交
通
事
故
は
一
、
八
ニ
―
三
一
、
特
殊
貨
物
三
、
小
型
貨

i
 

一
三
件
で
す
が
こ
の
中
十
ニ
オ
未
満
一
物
一

0
0
、

軽

自

動

車

八

〇

i

の
小
供
の
交
通
事
故
が
三
六

0
件

一

原

付

自

転

車

九

七

、

自

転

車

[
も
あ
り
ま
す
「
死
者
一
1

・
一
六
名
」
「

i
-
0

i

傷
者
三
四
二
名
」
で
悲
惨
な
事
故
一

4

原
因
別
の
発
生
状
品

.
i
 

一
次
の
通
り
で
あ
り
被
害
者
側
の
不

一
が
多
い
。

一
注
意
が
原
因
に
な
っ
た
も
の
が
多

；
↑
月
別
発
生
件
数

」

一

一
い
。
児
童
幼
児
の
側
に
不
注
怠
が

｝
月
別

1

2

5

4

5

6

i

な
か
っ
た
も
の
は
四
三
件
で
あ
っ

0

8

0

0

7

5

 

i

件
数

2

2

3

5

3

2

]

こ。f
 

一
四
件

7

8

9

0

1

2

計

一

左

測

通

行

．

一

月

別

ー

1

1

[

路

上

近

戯

三

六

件

．

．

 

0

8

5

4

3

2

0

-

一
件
数

4

5

5

5

2

2

6

軍

道

に

飛

び

出

し

二

四

件

5
 -
，
車
の
直
副
直
後
質
断
．

lo
―
件

:
3

車
植
別
の
発
生
状
況

i

道

路

の

斜

炭

断

，

四

八

件三
七
件

＂
児
章
幼
児
が
ど
の
よ
う
な
車
両
に
一
幼
児
の
一
人
歩
ぎ

よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
る
か
、
一
歩
行
中
急
に
追
路
に
出
る
七
件-
F
 

]
特
に
注
意
す
べ
き
車
両
を
車
種
別
一
踏
切
を
ま
ん
ぜ
ん
と

f

1
 

二
青
少
年
保
護
育
成

一
に
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

i

一
件
~一

連

助

の

実

施

一

自

動

車

に

同

乗

し

て

一

自

転

車

の

二

人

乗

り

―

二

件

一

に

つ

い

て

一

自

転

車

で

ぼ

ん

や

り

二

三

件

[
i

毎
年
五
月
中
全
国
一
．
斉
に
展
即
さ

一

自

転

車

の

け

い

こ

中

一

三

件

一

四
三
件
i

れ
る
青
少
年
保
護
育
成
運
動
に
つ
い

一

一
・
過
失
な
し

i
 

□3
黄

色

い

帽

子

の

効

果

二

J

左
記
の
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と

非
行
防
止
泊
動
を
推
進
し
よ
う

]
黄
色
は
遠
く
か
ら
発
見
で
き
て
早

[
1

i

督
察
、
町
、
一
婦
人
会
、
青
年
団
、

i

く
か
ら
運
転
者
の
注
意
を
引
き
、
一i

児
菌
委
員
、
民
生
委
員
、
保
護
司

v
y
s
、
少
年
補
導
員
な
ど
関
ぼ

i

又
小
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
連
一し

一
機
関
が
協
力
し
あ
っ
て
少
年
の
ア

一
動
と
し
て
着
用
さ
れ
、
る
と
、
i

よ

•
O

J
”
 
久

一

良

化

防

止

ゑ

こ

、

勺

-

2

r

し．

. / • 

ニー→

日日

｀
 

L
 

ラ
ジ
合
会

伶
少

年

が

刃

物

た

な

い

に

一

一

四

日

協

力

致

し

空

し

ょ

う

。

―

―

五

日

ろ
少
年
の
不
良
化
を
な
く
す
る
た
一

め
に
社
会
環
境
を
浄
化
致
し
ま
し
一
一
六

H

ょ

う

。

一

一

七

日

―
一
＼
日
ノ

二

九

日

町
の
人
口
動
態

生
寺

尾

英

助

一

村

上

朝

美

―

二

0
日

久

保

田

加

代

二

三

日
一二一
四
日

大

越

降

子

大

和

田

和

芙

―

二

五

日
一

石

田

朋

美

一

坪

田

幸

江

｀

ニ

一

六

日

井

上

春

喜

一

保

積

郁

子

一

鈴

木

具

奈

芙

―

二

七

日

亡
高

田

初

太

郎

一

森

本

智

千

―

二

八

日

梅

岡

モ

ン

園

南

寺

武

吉

¢

[

崎

修

倫

―

二

九

日

可

ト

メ

1
・、
川

富

術

ロ

-
0
日

頭

フ

ク

ョ

一

。

五

月

―
―
-
、
五
四
五
人
―

-
H
係
長
会

三

、

三

七

七

人

一

合

総

会

六
、
九
二
四
人
―
二
日

f

u「日
nu↑
 

＂
五
日

一一
六

日

一

七

H

し
、
日
~

ノ`
―1 
(
)
日

四

月

日 今
月
の

世
帯
数

四 II

人

ロ
谷

II 

＊
 ，
 

nH 

宇
禾
j

JI 
II 山
烏
坂

II 

女男 中石

山大
鳥
坂谷谷
死

大予中名”

荷
津谷

出

宇
和
川

中
学
校
校

川
上
地
区
改
良
推

会肱
川
叱
母
子

E
T
A
町
連

敬
老
会
曲
催

公
民
詔 組

合
給
代
会

会
総
会
＇
し

水
道
関
係
役
員
会



肱川土場木材相場 1オ当り
区
の

危
険
な

長 さ 経：
--4 0上
6 0上

1 0 0上

す ぎ ひのき ま つ 備

農
薬
の

1 4 〇尺 2 6. 

3 0. 

0 0 

0 0 

3 5. 0 0 

返
納
致
し
ま
し
ょ
う
。

町
を
明
る
＜

の
使
い
残
り
は

故
を

ぶ
ノ

な
く
し
ま
し
ょ

1 3. 2尺 3 5下

40上

60上

•oo 0

7

7

 

6

4
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0 Q 

0 0 

D 0 

6 D。

5 1. 

0 0 

4 8. 0 D 

00 農

1 0. 0尺 30下

4 0上

6.0上

4 7。

4 7. 

46 

OD 

00 

0 D 

4 8. 

55 

0 0 

0 0 

”
 

7
 
0尺 1 5下

2 0上

1 7彗 00 チップ材

25彙 0O・ Iパルプ材

t

股
業
共
済
組
合
総
代
会
終
る

一
組
合
で
は
、
去
る
固
月
三
十
日

、包租

こ,ー'l
t

致

し

ま

し

ょ

う

・

一

外
灯
を
つ
け
て
町
を
明
る
＜
致
し
ま
[

し
ょ
う
。
こ

4

に
外
灯
を
：
と
い
う
一

処
が
あ
り
ま
し
た
ら
註
在
所
か
、
地
一

会
長
ま
で
云
っ
て
下
さ
い
。
一

丸
川
福
太
郎

松
本

理
事

兵
頭
賀
寿
満

な
お
役
員
任
期
満
了
に

い
左
記
理

名
の
選

だよ

り
可
決
し
た
。

り

び
本
年
度
事
業
計
画

算
等
を

”
 

を
前

6
 
6尺 55下

4 0上

0

0

 

0

0

 

.

.

 

o
 

2

5

 

2

2

 

2 2. 

2 5. 

o・a 

0 0 

価
会
の

議
室
で
来
賓
多
数
一―゚i

 

一五
月

八

日

役

員

会

を

開

き

一
長
互
選
の
結
果
、
正
副
組

一
再
選
し
た
。

組

合

長

副

祖
祖

損

行
う
。

名、

し
て

或
積

中
居
丸
川

正
副
祖
合
長
決
ま
る

ラ

ジ

オ

K
I
I
 

j

}

 
武
頼

せ

っ
た
。

宮
武

態
丸

和
気

年
生

中
居
喜
代
光

も

と
と
も
組
合

去
る
五
月
八
日
開
き
一｀
 

の
互
選
を

L
、

次

い

で

一
i
 

施
な
ど
の
打
合
~

東

を
任
命
し
た
。

私
達
が
ラ
ジ
オ
や
テ
＞
ピ
を
た
の
一
こ
れ
ら
の
機
器
か
ら
で
る

一
一
掃
す
る
た
め
当
県
受
信
障

し
ん
で
い
る
と
き
に
、
雑
音
が
入
っ
一
冨

議

会

で

は

六

月

一

日

か

ら

六

月

た
り
、
画
面
が
見
苦
し
く
な
っ
た
り
一
十
日
ま
で
の
間
を
「
雑
音
一
帰
運

す
る
の
は
、
全
く
不
愉
快
な
も
の
で
一
月
間
と
し
て
疇
強
力
な
運
動
を
展
開

一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
ラ
ジ

゜

一
オ
や
テ
レ
ピ
に
与
え
る
妨
害
の
規
制

す

こ
れ
は
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ピ
そ
の
も
一
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
軍
波
法
、
電
気

の
i
故
障
に
よ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
二
上
作
物
規
程
な
ど
に
よ
り
紬
i

音
を
発

土

す

る

機

甜

の

使

用

者

が

肋

止

措

置

が
、
ラ
ジ
オ
に
入
る
雑
音
の
大
部
分
ii

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

は
螢
光
灯
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、
電
気
一
っ
て
お
り
ま
す
。

て
は
こ
の
運
動
を
機
会
に
私

ゴ
タ
ッ
、
電
気
バ
リ
カ
ン
、
電
気
ド
i

つ
い

i

達
の
町
か
ら
も
雑
音
を
一
掃
す
る
た

こ
｝
、
皆
様
方
の
ご
家
庭
で
使
用
し
て

リ
ル
等
の
竃
気
器
具
ゃ
、
配
電
線
か
i

ら
発
生
し
、
テ
レ
ピ
に
は
高
周
波
、
こ
g

ら
れ
る
い
る
／
＼
な
電
気
甜
具
を

ミ
シ
ン
、
モ
ー
タ
ー
、
目
動
車
な
ど
｛
一
度
点
検
し
て
い
た
ゞ
き
、
も
し
雑

一
音
が
で

4

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

一
た
ら
、
も
よ
り
の
ラ
ジ
オ
店
、
電
力

か
ら
発
生
し
て
い
る
も
の
で
す
。

i

な
お
最
近
、
次
第
に
増
加
し
て
い
一
会
社
お
よ
び

N
H
K
に
ご
相
談
の
上

る
雑
音
源
と

L
て
テ
レ
ピ
が
あ
り
ま
一
雑
音
防
止
指
を
取
付
け
て
｀
き
4

よ

一
い
ラ
ジ
オ
、
み
や
す
い
テ
レ
ピ
が
楽

す
。
テ
＞
ピ
を
御
覧
に
な
っ
て
お
ら
一
一
し
め
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

れ
る
お
宅
で
は
同
時
に
ラ
ジ
オ
を
聴
一

0

雑

音

が

外

か

ら

る

場

合

の

見

付

か
れ
る
こ
と
が
少
な
い
た
め
お
気
付
一
け
方

二
、
図
の
様
に
ラ
ジ

き
に
な
ら
な
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
i

一
オ
な
ら
ば
ア
ン
テ

が
、
御
近
所
の
ラ
ジ
オ
に
は
雑
音
が
一
ナ
端
子
四
と
ア
ー

入

っ

て

い

る

こ

と

が

多

い

の

で

す

。

ス

端

子

的

の

間

を

二
短
い
針
金
で
結
ぷ

試
み
に
お
宅
の
テ
レ
ピ
と
ラ
ジ
オ
を
5

:j雑
音
が
少
な
く

同
時
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
調
べ
て
一
な
る

゜

さ
し

二
、
目
分
の
セ
ッ
ト
ば
か
り
で
な
く
ご

近
所
の
セ
ッ
ト
に
も
同
様
な
雑
音
が

入

る
一
、
こ
の
様
な
時
は
セ
ッ
ト
の
故
障
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
雑
音
の
経
路
は
、

ぃ
る
／
＼
で
す
が
配
電
線
を
伝
わ
る

も
の
が
最
も
多
い
様
で
す
。
な
お
、

テ
レ
ピ
の
場
合
に
は
ご
近
所
の
テ
レ

ビ

の

状

態

を

比

さ

れ

る

の

が

良

い

と
思
い
ま

も

み

に

も

ん

た

国

金

は

い
よ
／
＼
発
足
し
た
。
と
も
か
く
四

月
を
も
っ
て
オ
ー
ル
国
民
年
金
が
形

の
上
て
出
来
上
っ
た
記
念
す
べ
き
月

で
あ
る
贔
特
に
注
目
し
な
け
几
は
な

ら
な
い
こ
と
は
医
療
保
険
は
二
十
年

も
の
此
い
閲
の
苦
闘
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
こ
れ
を
国
民
み
ん
な

3

も
の
に

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
年

々
保
険
は
わ
ず
か
二
年
た
ら
ず
の
準

仙
期
た
け
で
全
国
民
を
対
象
と
し
て

出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
保
険
思
想
の
貧
し
い
我
が
国
で

は
黛
呉
に
値
す
ス
；
と
い
わ
ね
ば
な
ら

、0

な

し年
金
か
ら
受
け
る
利
益
が
十
年
~

阻
十
年
先
の
こ
と
を
思
え
ば
現
金
収

入
の
少
な
い
も
の
に
と
っ
て
は
月
一

'.J 
0
円
一
五

0
円
と
い
っ
て
も
息
切

れ
が
こ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
い
わ

は
年
金
伽
険
は
マ
ラ
ソ
ン
で
あ
り
生

活
の
長
期
計
画
で
あ
ゑ
T

ら
途
中
息
切

れ
さ
れ
な
い
為
の
工
夫
が
必
要
で
あ

り
、
た
え
ず
国
民
の
興
味
と
希
望
を

も
つ
よ
う
制
度
の
改
善
と
そ
の
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活
動
が
今
後
一
層
鼠
大
で
あ
る
。

我
が
国
の
社
会
保
障
と
し
て
画
期
的

な
国
民
年
金
の
大
事
業
に
官
僚
的
体

が
に
じ
み
こ
ま
な
い
様
目
戒
す
る

を
わ
す
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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